
◆
社
会
的
信
用
が
高
ま
る

　

従
来
の
よ
う
な
任
意
の
団
体

で
は
相
手
方
の
対
応
や
受
け
取

り
方
が
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
と
く
に
金
銭
の
授
受
が
か

ら
む
場
合
、「
社
会
的
信
用
の

増
加
」
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

◆
法
人
名
に
よ
る
契
約
や
登
記

が
で
き
る

　

任
意
団
体
の
場
合
、
団
体
名

で
は
契
約
や
登
記
が
で
き
な
い

の
で
代
表
者
の
個
人
名
で
契
約

や
登
記
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
代
表
者
が
代
わ
る
た
び

に
契
約
や
登
記
を
変
更
す
る
と

い
う
不
都
合
が
が
あ
っ
た
の
で

す
が
法
人
の
場
合
、
団
体
自
体

が
権
利
の
主
体
と
な
る
の
で
不

都
合
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

◆
事
業
委
託
や
補
助
金
が
受
け

や
す
く
な
る

　

蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会

の
皆
さ
ま
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
法
人
設
立

に
際
し
、ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

蔵
王
鉱
山
の
操
業
は
明
治
初
期
に

遡
り
、
以
来
我
が
国
を
代
表
す
る
硫

黄
鉱
山
と
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
戦
後
の
復
興
期

に
に
お
い
て
鉱
山
に
従
事
し
た
多
く

の
方
々
と
そ
の
ご
家
族
の
生
活
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
た
賑
わ
い
は
、
上
山

市
の
経
済
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
我
が
国
の
経
済
発
展
と
そ

◇
十
月
十
五
日
「
蔵
王
鉱
山
歴

　

史
資
料
館
」
建
設
予
定
地
の

　

整
備
作
業
及
び
敷
地
テ
ー
プ

　

張
り

◇
十
一
月
十
一
日　

ジ
オ
ラ
マ

　

及
び
秋
田
県
鉱
山
資
料
館
の

　

視
察
と
間
山
相
談
役
と
の
打

　

ち
合
せ
秋
田
市
行

◇
十
一
月
二
十
三
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
設
立
総
会
と
蔵
王
鉱
山

　

山
神
社
雪
囲
い

◇
十
二
月
十
四
日　

上
山
市
戦

　

略
室
へ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
に

　

関
す
る
申
請
書
を
提
出

◇
十
二
月
十
八
日　

蔵
王
猿
倉

　

ス
キ
ー
場
開
き
ナ
イ
タ
ー
で

　

開
催

◇
一
月
十
三
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

設
立
に
当
た
っ
て
の
追
加
資

　

料
の
提
出

◇
二
月
十
日　

上
山
市
長
室
に

　

お
い
て
横
戸
市
長
、
平
吹
観

　

光
課
長
に
対
し
、川
口
会
長
、

　

佐
藤
副
会
長
川
口
豊
事
務
局

　

長
が
面
会
、
蔵
王
鉱
山
歴
史

　

資
料
館
建
設
に
つ
い
て
支
援

　

要
請
。

◇
二
月
十
八
日　

建
設
用
地
の

　

売
買
契
約
に
調
印

◇
二
月
二
十
二
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　

人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り

　

継
ぐ
会
の
法
人
化
に
つ
い
て

　

市
役
所
内
に
告
示

◇
三
月
十
日　

㈱
ヤ
マ
コ
ー
平

　

井
社
長
と
川
口
会
長
川
口
豊

　

事
務
局
長
面
会
。
支
援
要
請

◇
三
月
十
九
日　

ベ
テ
ラ
ン
ス

　

キ
ー
東
北
大
会
、原
田
正
男
、

　

結
城
昌
夫
２
名
が
チ
ー
ム
蔵

　

王
鉱
山
と
し
て
出
場

◇
三
月
二
十
二
日　

佐
藤
県
議

　

と
共
に
川
口
会
長
、
川
口
豊

　

事
務
局
長
、
山
形
県
細
谷
副

　

知
事
と
面
会
、
蔵
王
鉱
山
歴

　

史
資
料
館
建
設
に
つ
い
て
支

　

援
要
請
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法
人
の
設
立
と

機
関
誌
の
創
刊
を

上
山
市
長  　

横　

戸　　

長
兵
衛

山
神
社
氏
子
総
代　

村 

山 　

司

お
も
な
出
来
事

事
務
局
日
誌
か
ら

〔蔵王鉱山歴史資料館建設図〕
わが母校 … 中川第二小学校の縮小設計。建設地も昔と同じ場所。池もそのまんまある。

ここに蔵王鉱山にかかわる多くの歴史的資料を展示。　

　製錬場はイベント広場として整備され、蔵王ラインとエコーラインが開通。

よみがえる蔵王鉱山は蔵王観光のシンボルとなる。

輝
い
て
い
た
蔵
王
鉱
山

硫
  

黄

【
特
定
非
営
利
活
動
法
人
】

　

行
政
か
ら
の
事
業
の
委
託
や

補
助
金
は
、
対
象
者
を
法
人
に

限
定
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
法
人
化
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の

行
為
が
受
け
や
す
く
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

◆
寄
付
金
が
集
め
や
す
く
な
る

　

非
営
利
・
公
益
目
的
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
寄
付

金
が
集
め
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
当
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を

語
り
継
ぐ
会
の
よ
う
な
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
れ
ば
税
制
上
の

優
遇
措
置
も
あ
る
の
で
寄
付
金

は
い
っ
そ
う
集
め
や
す
く
な
る

と
思
い
ま
す

◆
書
類
な
ど
の
提
出
が
あ
る
た

め
、
活
動
が
引
き
締
ま
る

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
毎

年
、
報
告
等
の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。
任
意
団
体
の
場

合
ど
う
し
て
も
馴
れ
合
い
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

私
た
ち
の
行
動
が
よ
り
引
き
締

ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す

　

昭
和
二
十
年
八
月
。
日
本

は
敗
戦
し
、
軍
国
主
義
か
ら

民
主
主
義
へ
と
転
換
し
た
。

物
資
も
資
源
も
乏
し
く
国
民

皆
が
生
活
に
苦
し
ん
だ
が
、

知
恵
と
工
夫
に
よ
り
世
界
中

が
驚
く
ほ
ど
の
経
済
が
発
展

し
「
あ
り
が
と
う
」
の
精
神

で
日
本
は
立
ち
直
っ
た
の
で

あ
る
。

　

日
本
鉱
業
会
の
中
で
第
二

位
の
大
手
硫
黄
鉱
山
で
あ
っ

た
蔵
王
鉱
山
は
、
戦
後
の
日

本
経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
し
た
の
で
あ
っ
た
が

不
幸
に
も
坑
内
火
災
が
発

生
し
、
昭
和
三
十
八
年
三
月
に

閉
山
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

も
う
一
度
蔵
王
鉱
山
に
集
ま

ろ
う―

。
こ
の
思
い
を
込
め
て

山
神
社
の
復
元
、
全
国
に
散
っ

た
仲
間
二
七
五
名
が
賛
同
し
て

く
れ
た
。「
会
報
」
も
毎
年
発

行
し
絆
を
い
っ
そ
う
深
め
た
。

　

わ
た
く
し
は
い
ま
、
病
床
に

伏
し
て
い
る
。
車
イ
ス
で
リ
ハ

ビ
リ
に
通
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

残
念
で
残
念
な
ら
な
い
。
だ
が

　
　
　
　
　
　
　
「
よ
み
が
え

　
　
　
　

る
蔵
王
鉱
山
」
を
合

言
葉
に
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
て

嬉
し
い
、
送
ら
れ
て
く
る
資
料

は
宝
物
の
よ
う
で
す
。

　

近
く
て
遠
い
。遠
く
て
近
い
。

　

セ
ピ
ア
色
し
た
蔵
王
鉱
山
が

見
え
て
幸
せ
で
す
。

　

山
神
社「
会
報
」か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り

継
ぐ
会
機
関
誌
「
硫
黄
」
に
引
き

継
が
れ
た
こ
と
も
嬉
し
い
で
す
。

◆
責
任
性
が
高
ま
る

　

書
類
提
出
な
ど
に
加
え
、

活
動
内
容
が
公
表
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
て
役

員
を
は
じ
め
全
体

の
意
識
が
高
ま
り

任
意
団
体
よ
り
も

責
任
を
も
っ
た
活

動
が
行
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

な
ぜ
？ 

法
人
化
か
！

　　　

N
P
O
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
！

な
ぜ
？ 

法
人
化
か
！

　　　

N
P
O
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
！

設計：小松正和建築設計工房

れ
に
伴
う
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
の

中
で
、
蔵
王
鉱
山
の
閉
山
と
鉱
山
関
係

者
の
離
散
と
い
う
激
動
の
時
節
を
経

験
さ
れ
、
大
変
な
ご
苦
労
を
な
さ
れ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
か
つ

て
蔵
王
鉱
山
に
従
事
さ
れ
た
皆
さ
ま

が
再
び
こ
の
地
に
集
い
、
蔵
王
鉱
山
の

歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
を
発
足
さ
れ
、「
蔵

王
鉱
山
歴
史
資
料
館
」
の
建
設
を
計
画

さ
れ
ま
し
た
。往
時
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、

新
た
な
観
光
拠
点
と
な
る
施
設
の
建

設
を
目
指
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
熱
い

思
い
に
深
く
心
を
動
か
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
建
設
予
定
地
は
、
市
民

や
観
光
客
が
蔵
王
の
豊
か
な
自
然
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
あ
り
、
歴

史
資
料
館
の
建
設
は
、
観
光
か
み
の
や

ま
に
新
た
な
魅
力
を
加
え
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
上
山
市
で
は
、
全
国
の
自
治

体
が
「
地
方
創
生
」
に
取
り
組
む
中
で
、

上
山
市
ら
し
さ
を
打
ち
出
し
、
今
後
の

諸
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
地
域
振
興

を
図
る
た
め
に
「
第
７
次
上
山
市
振
興

計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
将
来

都
市
像
と
し
て
「
ま
た
来
た
く
な
る
ま

ち　

ず
っ
と
居
た
い
ま
ち　

〜
ク
ア
オ

ル
ト
か
み
の
や
ま
〜
」
を
掲
げ
、
今
後

８
年
間
の
市
政
発
展
の
羅
針
盤
と
位

置
付
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
振
興
計
画

を
実
現
す
る
う
え
で
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
市
民
、
地
域
・
団
体
、
事
業
者

と
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
積
極
的
に
実
践
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り

継
ぐ
会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
組
織
体

制
を
充
実
さ
れ
、｛
蔵
王
鉱
山
歴
史
資

料
館
｝建
設
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
は
、

第
７
次
振
興
計
画
の
実
現
に
向
け
た

先
駆
け
と
な
る
活
動
で
あ
り
、
皆
様
の

行
動
力
と
ご
努
力
に
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
蔵
王
鉱
山

の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

祝
う



　

明
治
の
は
じ
め
頃
か
ら
小
規

模
な
採
取
を
行
い
、
中
丸
山
の

中
腹
に
あ
る
通
称
ト
ロ
飯
場
ま

で
ト
ロ
ッ
コ
で
硫
黄
の
原
鉱
石

を
運
び
、
そ
こ
か
ら
は
木
製
の

「
と
よ
」
を
つ
く
り
、
油
坂
を

落
し
製
錬
場
ま
で
運
ん
だ
、
と

傅
え
ら
れ
て
い
る
。

　

大
正
５
年
に
、
川
崎
肇
と
い

う
人
が
「
蔵
王
鉱
山
硫
黄
合
資

会
社
」
を
買
収
し
、
資
本
金
50

万
円
で「
蔵
王
鉱
業
株
式
会
社
」

を
設
立
し
、
組
織
的
な
硫
黄
製

　

温
暖
化―

。
だ
か
ら
こ
の

冬
は
異
常
気
象
で
雪
不
足
。

気
象
庁
が
繰
返
え
し
発
表
し

て
い
た
。
予
報
が
当
た
り
ヒ

ド
イ
目
に
あ
っ
た
。
と
く
に

稼
ぎ
時
の
年
末
年
始
が
ヒ
ド

か
っ
た
。

　

三
十
年
前
に
設
置
し
た
人

工
降
雪
機
、こ
れ
が
大
活
躍
。

×

印
の
目
立
つ
各
ス
キ
ー

場
の
中
で
猿
倉
は
△
だ
っ
た

（
一
部
滑
走
可
能
）

　
「
友
子
制
度
」
の
名
ご
り
を

も
つ
元
山
鉱
内
勤
務
の
土
屋
宇

三
郎
氏
の
ご
長
男
。
中
川
第
二

小
学
校
卒
、
中
川
中
学
校
か
ら

上
山
高
校
商
業
科
へ
。
卒
業
後

大
阪
へ
転
職
、
し
か
し
ふ
る
さ

と
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
農
機
具
販

―
―

鉱
山
に
着
い
た
と
き
、
硫

黄
の
ガ
ス
や
索
道
の
音
で
驚
い

た
で
し
ょ
う―

―

金
森
「
い
や
ぁ
ー
。
こ
こ
で
生

き
ら
れ
る
と
い
う
安
心
感
が
先

だ
っ
た
。
引
越
し
の
手
伝
い
に

き
て
く
れ
た
方
が
荷
物
の
少
な

い
の
で
驚
い
た
よ
う
で
し
た
。」

―
―

社
宅
は―

―

金
森
「
長
井
さ
ん
、
相
原
さ
ん

管
理
職
の
方
が
住
ん
で
お
ら
れ

た
〝
殿
様
長
屋
〞
を
提
供
さ
れ

嬉
し
か
っ
た
。」

―
―

そ
の
頃
の
生
徒
数
は―

―

金
森「
昭
和
21
年
19
人
で
し
た
。

竹
割
所
長
さ
ん
か
ら
オ
ル
ガ
ン

を
寄
贈
さ
れ
、
一
番
先
に
歌
っ

た
の
が
「
風
の
う
た
」
で
し
た
。

―
―

学
校
と
し
て
認
知
さ
れ
た

の
は―

―

金
森
「
昭
和
22
年
４
月
25
日
。

中
川
小
学
校
蔵
王
鉱
山
分
校
」

と
し
て
公
認
さ
れ
た
。」

　

北
朝
鮮
で
教
鞭
を
執
り
、
そ
の
最
中
に
敗
戦
。
三

十
八
度
線
を
何
ん
と
か
突
破
し
日
本
へ
。
す
す
め
ら

れ
る
ま
ま
に
蔵
王
鉱
山
へ
。
大
雪
の
昭
和
21
年
12
月

14
日
、
上
山
温
泉
の
滝
沢
屋
旅
館
を
後
に
し
た
。

　

教
え
子
の
原
田
正
男
さ
ん
と
、
葉
山
温
泉
の
高
台

に
建
つ
ご
自
宅
を
訪
ね
て
み
た
。
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お
釜
・
温
泉
・
硫
黄
ヤ
マ

　

も
う
一
度
、
世
界
の
蔵
王 

へ　

成
年
部  　

原　

田　

正　

男

そ
の
一 

戦
前
の
歴
史

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

　
　

蔵
王
鉱
山
の
若
竹
寮
で
寮
母

を
し
て
い
た
「
原
田
ス
イ
」
の
息

子
の「
正
男
」で
す
。
生
ま
れ
育
っ

た
蔵
王
猿
倉
の
山
が
忘
れ
ら
れ
ず

四
十
三
年
ぶ
り
に
埼
玉
か
ら
生
ま

れ
故
郷
の
上
山
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

き
ま
し
た
。

蔵
王
鉱
山
が
閉
山
し
た
の
は
、
中

学
三
年
生
の
時
で
し
た
。
小
学
生

の
時
、
蔵
王
鉱
山
・
山
神
社
氏
子

総
代
の
村
山
司
さ
ん
達
が
野
球
の

練
習
を
し
て
い
る
の
を
見
た
り
、

球
拾
い
を
し
て
い
た
影
響
か
ら

か
、
中
学
と
高
校
の
部
活
は
野
球

部
で
し
た
。
地
元
の
高
校
に
進
学

し
、
昭
和
四
十
年
度
夏
の
甲
子
園

予
選
大
会
で
念
願
の
山
形
県
代
表

に
な
り
、
秋
田
高
校
に
敗
れ
は
し

た
も
の
の
、
当
時
は
上
高
野
球
部

始
っ
て
以
来
の
出
来
事
で
、
関
係

者
皆
様
の
期
待
に
答
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
野
球
を
通
じ
て
学

ん
だ
こ
と
は

先
輩
、
後
輩
の
間
柄
が
厳
し
い
こ

と基
礎
体
力
を
つ
け
た
お
か
げ
で
今

も
元
気
で
健
康
で
あ
る
こ
と

何
事
も
勝
負
の
世
界
は
勝
た
な
け

れ
ば
人
間
は
大
成
し
な
い
こ
と

で
あ
り
、
悔
い
の
な
い
練
習
を
す

れ
ば
負
け
て
も
悔
し
涙
は
出
な
い

も
の
で
す
。

高
校
を
卒
業
後
、
猿
倉
に
あ
っ
た

ニ
ュ
ー
蔵
王
山
荘
に
勤
務
し
川
口

兼
次
会
長
の
お
世
話
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
ど
う
し
て
も
警
察
官
に

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

当
時
は
「
公
務
員
は
給
料
が
安
い

か
ら
」
と
な
る
人
が
少
な
か
っ
た

為
、
こ
ん
な
私
で
も
埼
玉
県
警
の

採
用
試
験
に
合
格
し
、
十
八
才
の

時
に
上
京
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
警
察
官
と
し
て
四
十
年

勤
務
し
定
年
退
職
後
、
非
常
勤
と

し
て
三
年
浦
和
警
察
署
に
勤
務
し

ま
し
た
。
警
察
勤
務
四
十
三
年
の

間
に
転
勤
八
回
、
転
居
十
回
あ
り

ま
し
た
。
警
察
の
仕
事
で
学
ん
だ

こ
と
は

体
が
丈
夫
で
健
康
で
あ
る
こ
と

階
級
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
人
間

関
係
の
む
ず
か
し
さ

忍
耐
、
努
力
、
我
慢
の
勝
負
で
あ

り
家
庭
よ
り
仕
事
優
先
の
毎
日
で

し
た
が
、
与
え
ら
れ
た
任
務
は
責

任
を
も
っ
て
や
り
と
げ
る
誇
り
あ

る
仕
事
で
し
た
。

埼
玉
県
は
首
都
東
京
や
千
葉
県
に

隣
接
し
、山
形
県
の
人
口
の
七
倍
、

七
百
万
の
人
口
が
あ
り
事
件
、
事

故
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
三
十
歳

代
の
こ
ろ

「
こ
ん
な
忙
し
く
、
せ
わ
し
い
と

ふ
る
さ
と
に
Ｕ
タ
ー
ン

ふ
る
さ
と
に
Ｕ
タ
ー
ン

蔵
王
通
信

　

こ
れ
以
上
、
蔵
王
を
〝
悪

者
〞
に
す
る
な
！

　

活
火
山
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
故
に
噴
火

あ
の
人
こ
の
人
訪
問
記

あ
の
人
こ
の
人
訪
問
記

＝ 
オ
ナ
ゴ
先
生 

金
森
ま
さ
江
先
生
の
巻 

＝

―
―

ご
主
人
の
「
力
先
生
」
と

ご
一
緒
の
教
鞭
？―

―

金
森
「
一
年
か
ら
三
年
ま
で
が

女
先
生
の
私
、
四
年
か
ら
六
年

ま
で
が
男
先
生
の
夫
、
私
が
休

む
と
夫
は
一
人
で
き
り
き
り
舞

い
だ
っ
た
ら
し
い
」

―
―

私
と
蔵
王
鉱
山
、
自
費
出
版

さ
れ
ま
し
た
が
歴
史
資
料
館
に
陳

列
し
た
い
の
で
在
庫
は―

―

金
森
「
無
い
で
す
よ
、
蔵
王
鉱

山
の
話
を
し
て
も
分
っ
て
く
れ

る
人
が
少
く
な
っ
て
き
た
。
遊

び
に
き
て
下
さ
い
よ
。」

―
―

歴
史
記
念
館
が
で
き
た
ら

胸
に
デ
カ
イ
花
を
つ
け
て
ご
挨

拶
を―

―

金
森
「
病
気
ひ
と
つ
し
た
こ
と

な
い
し
元
気
な
の
で
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」

　
　
　
　
　

―
―
 

御
歳
93
才
。

　創刊号（2）

売
メ
ー
カ
ー
の
斉
藤
商
会
㈱
へ
。

　

数
年
前
奥
さ
ん
に
先
立
た
れ

現
在
は
ご
長
男
と
の
二
人
ぐ
ら

し
。
蔵
王
が
一
望
で
き
る
葉
山

温
泉
に
自
宅
が
あ
り
、
正
月
は

一
族
を
集
め
て
山
菜
鍋
で
大
宴

会
。
こ
れ
が
親
ゆ
ず
り
の
伝
統

か
も
知
れ
な
い
。

　

 

（
中
川
二
小
三
十
二
年
度
卒
）

役
員
紹
介
副
会
長 

土
屋
健
一
さ
ん

蔵王山

に
関
す
る
情
報
が
流
れ
、
時

に
は
昨
年
の
四
月
の
よ
う
に

「
噴
火
警
報
」
が
発
令
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
び
に

予
約
客
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ

り
、
客
足
が
遠
の
き
、
倒
産

や
自
主
廃
業
な
ど
が
報
じ
ら

れ
た
り
す
る
。
俗
に
い
う
風

評
被
害
で
あ
る
。

百
も
承
知
で
生
き
つ
づ
け
て

き
た

　

否
、
む
し
ろ
蔵
王
山
の
大

噴
火
に
よ
る
「
宝
物
」
を
活

用
し
多
く
の
人
が
生
活
し
繁

栄
し
て
き
た
と
思
う
。
わ
が

蔵
王
鉱
山
な
ど
は
そ
の
代
表

格
で
あ
る
。
噴
火
の
た
び
に

噴
石
や
火
砕
流
は
中
丸
山
と

地
蔵
山
の
中
腹
に
あ
る
傾
せ

い
岩
に
ち
く
積
さ
れ
た
こ
と

は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
歴
史

的
事
実
で
あ
る
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

　

地
質
、
地
形
な
ど
を
生
か

し
た
大
地
の
公
園
、
と
い
う

意
味
ら
し
い
が
全
国
各
地
で

こ
れ
ら
の
運
動
が
高
ま
っ
て

い
る
。
当
会
の
相
談
役
で
あ

る
熊
谷
さ
ん
間
山
さ
ん
か
ら

も
積
極
的
に
す
す
め
る
よ
う

　

ス
キ
ー
場
も
手
ぶ
ら
で
く

る
時
代
。
だ
か
ら
レ
ン
タ
ル

の
お
客
さ
ん
が
多
い
。〝
前

足
か
ら
ス
キ
ー
を
は
い
て
下

さ
い
〞
ウ
ン
ヌ
ン
。
右
足
と

か
左
足
と
か
表
言
を
変
え

ろ
！
と
は
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
の

忠
告
。

　

〝
委
員
長
〞
。
昔
む
か
し

の
な
つ
か
し
い
言
葉
を
か
け

て
く
れ
る
人
が
い
る
。
首
を

か
し
げ
な
が
ら
合
っ
て
見
る

が
分
ら
な
い
。
認
知
症
か

な
？
と
思
っ
た
り
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
た
。

　

新
聞
の
「
お
く
や
み
覧
」

こ
れ
も
滅
法
気
に
な
っ
て
き

た
。
鉱
山
時
代―

。
ニ
ュ
ー

蔵
王
山
荘
時
代―

。
猿
倉
ス

キ
ー
場
時
代―

。
そ
し
て
よ

み
が
え
る
蔵
王
鉱
山
時
代―

。

　

生
き
活
き
市
場「
関
商
店
」

プ
レ
オ
ー
プ
ン
。
元
山
の
故

関
正
義
さ
ん
の
ご
長
男
関
政

徳
さ
ん
。
ふ
る
さ
と
上
山
へ

の
思
い
が
強
く
二
代
目
の
決

意
を
こ
め
た
挨
拶
文
を
手
に

し
た
。
み
ん
な
で
応
援
し
よ

う
。（
四
ツ
谷
し
ま
む
ら
筋
向
か
い
）

　
頑
張
っ
て
春
、
夏
、
秋
、

冬
の
四
回
ぐ
ら
い
発
行
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

錬
を
行
い
、
相
当
な
業
績
を
上

げ
て
い
た
。

当
時
の
硫
黄
製
錬
は
、
石
を
積

ん
で
窯
を
造
り
そ
の
中
に
鉱
石

を
入
れ
て
燃
や
す
、
自
然
法
と

呼
ば
れ
た
方
法
で
あ
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況

で
15
年
間
休
山
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
日
華
事
変
が
勃
発
し
、
化

繊
な
ど
の
復
興
な
ど
に
よ
り
硫

黄
の
需
要
が
活
発
と
な
り
昭
和

11
年
に
再
開
し
、
14
年
に
は
年

産
八
千
五
百
屯
の
硫
黄
生
産
を

記
録
し
た
。

　

昭
和
16
年
に
、
大
日
本
精
糖

が
経
営
権
を
握
り
資
本
金
を
１

０
０
万
円
に
増
加
し
て
操
業
を

開
始
し
た
が
第
二
次
世
界
大
戦

に
よ
り
徹
底
的
に
抑
圧
さ
れ

た
。（
次
回
へ
つ
づ
く
）

　
【
蔵
王
鉱
山
労
働
組
合
発
行

の
密
閉
、
及
び
月
間
上
山
「
蔵

王
鉱
山
が
な
く
な
っ
て
50
年
」

の
故
鈴
木
孝
助
氏
と
の
対
談
記

事
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。】

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　

蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を

　
　
　
　

語
り
継
ぐ
会

　
　
　
　
　

会
長　

川
口
兼
次

指
導
を
う
け
て
い
る
。

山
形
の
場
合
、
宮
城
県
が
ど

う
の
、
認
定
効
果
が
薄
い
、

だ
の
と
い
っ
て
や
る
気
が
な

い
。

全
国
に
誇
る
蔵
王
温
泉
が
あ

る
。

　

ス
キ
ー
場
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
新
緑
や
錦
秋
も
ス
バ

ラ
シ
イ
。
だ
が
最
近
は
落
目

だ
。
も
う
一
度
世
界
の
蔵
王

へ
は
ば
た
く
日
を
信
じ
て
い

る
。

こ
ろ
に
い
る
よ
り
、
定
年
に
な
っ

た
ら
故
郷
の
山
形
に
移
住
し
て
の

ん
び
り
過
ご
そ
う
」

と
思
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
以
下
次
回
に
続
く
）
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